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最終ページの最下部には本概要書、ベターリビング及び建設技術審査証明協議会につい
ての説明文が記載される。 
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➢  竹中多段拡径場所打ちコンクリート杭工法（TMB-
Hybrid 杭工法）は、支持層内の杭軸部に円錐状
の節部（中間拡径部と呼称）を設けた場所打ちコ
ンクリート拡底杭工法です。

➢  中間拡径部の支圧効果により、通常の拡底杭と比
較して大きな鉛直支持力、および引抜き抵抗力を
確保できます。

➢  ECM コンクリート ®※の適用が可能で、CO2 排
出量の低減に貢献できます。
※高炉スラグ微粉末を高含有する低発熱・低環境負荷コンクリート

➢  専用の掘削バケットを用いて高拡底率の中間拡径
部を構築し、高強度コンクリートを用いることで軸
部を細径化し、掘削汚泥等の建設副産物を削減し
て環境負荷低減を図ることができます。

➢  従来技術である多段拡径杭工法（TMB 杭工法）
との相違点は、拡底部の掘削を OMR 掘削バケット（丸五基礎工業（株）保有）を用
いて施工する点にあり、拡底部の大径化により高支持性能を有する多段拡径杭工法

（TMB-Hybrid 杭工法と呼称）を実現することができます。

施工手順技術の概要と特徴

・技術構成：場所打ちコンクリート拡底杭工法
・形 状：支持層内の杭軸部に中間拡径部を構築
・構造性能：高鉛直支持力・高引抜き抵抗力を確保できる支持杭基礎
・適用範囲：建築構造物の杭基礎

仕様と適用範囲 使用機械
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コンクリート     設計基準強度 24～100 N/mm
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支持層内の杭軸部に円錐状の節部（中間拡径部と呼称）を設けた 

場所打ちコンクリート拡底杭工法です。 

 

 中間拡径部の支圧効果により、通常の拡底杭と比較して大きな鉛直 

支持力、および引抜き抵抗力を確保できます。 

 

 ECM コンクリート®※の適用が可能で、CO2 排出量の低減に貢献できます。 

※高炉スラグ微粉末を高含有する低発熱・低環境負荷コンクリート 

 

 専用の掘削バケットを用いて高拡底率の中間拡径部を構築し、高強度 

コンクリートを用いることで軸部を細径化し、掘削汚泥等の建設副産物を 

削減して環境負荷低減を図ることができます。 

 

・技術構成：場所打ちコンクリート拡底杭工法 

・形 状：支持層内の杭軸部に中間拡径部を構築 

・構造性能：高鉛直支持力・高引抜き抵抗力を確保できる支持杭基礎 

・適用範囲：建築構造物の杭基礎 

TMB-Hybrid 杭工法の仕様 

 従来技術である多段拡径杭工法（TMB 杭工法）との相違点は、拡底部の掘削を OMR 掘削バケット（丸五

基礎工業㈱保有）を用いて施工する点にあり、拡底部の大径化により高支持性能を有する多段拡径杭工

法（TMB-Hybrid 杭工法と呼称）を実現することができます。 

TMB-Hybrid 杭工法 

上上部部軸軸部部  

中中間間  

拡拡径径部部  

拡拡底底部部  

下下部部軸軸部部  

施工手順 

 

使用機械 

  

②②軸軸部部掘掘削削 ③③中中間間拡拡径径部部掘掘削削 ④④拡拡底底部部掘掘削削

軸部掘削
バケット

中間拡径部
掘削

バケット

拡底部
掘削

バケット

⑤⑤ススラライイムム処処理理
・・孔孔壁壁測測定定

⑥⑥鉄鉄筋筋籠籠建建込込みみ ⑦⑦ココンンククリリーートト打打設設 ⑧⑧杭杭上上部部埋埋戻戻しし

超音波孔壁
測定装置

鉄筋かご

トレミー管

コンクリート

埋戻し

①①ススタタンンドドパパイイププ
建建込込みみ

スタンド
パイプ

▽GL

軸部 中間
拡径部

拡底部

施工手順 

 

使用機械 

  

②②軸軸部部掘掘削削 ③③中中間間拡拡径径部部掘掘削削 ④④拡拡底底部部掘掘削削

軸部掘削
バケット

中間拡径部
掘削

バケット

拡底部
掘削

バケット

⑤⑤ススラライイムム処処理理
・・孔孔壁壁測測定定

⑥⑥鉄鉄筋筋籠籠建建込込みみ ⑦⑦ココンンククリリーートト打打設設 ⑧⑧杭杭上上部部埋埋戻戻しし

超音波孔壁
測定装置

鉄筋かご

トレミー管

コンクリート

埋戻し

①①ススタタンンドドパパイイププ
建建込込みみ

スタンド
パイプ

▽GL

軸部 中間
拡径部

拡底部
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既存の技術（TMB 杭工法） TMB-Hybrid 杭工法 

概要図 

 
 

中間拡径部・

拡底部の 

掘削方法 

中間拡径部および拡底部を 

TMB 掘削バケットにて施工 

中間拡径部は TMB 掘削バケットにて施工 

拡底部は OMR 掘削バケットにて施工 

最大施工径 
中間拡径部：φ4,200mm 

拡底部   ：φ4,200mm 

中間拡径部：φ4,200mm 

拡底部   ：φ4,700mm 

 

 

 

ＣＯＮ
強度小

ＣＯＮ
強度大

上部軸部

中間
拡径部

拡底部

下部軸部

上部軸部

中間
拡径部

拡底部

下部軸部
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